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２００４年１０月１日に「財団法人九州大学学術研究都市推進機構」の設立総会がホテル日航福岡

で開催され、新しい財団が発足しました。 

この新しい財団の活動方針や活動状況を皆さまにお伝えするために、この度「九州大学学術研究都市

推進機構ニュース“ＰＫＵＳＣ”」を発行していくことといたしました。 

新財団では九州大学学術研究都市づくりの推進に向けて財団職員一丸となって取り組んで参ります

のでご指導ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 
 
 
 
九州大学学術研究都市推進機構は「産学官の共同により、学術研究都市に関する広報活動、先端技

術に係る研究開発及びその支援並びに企業・研究機関等の九州大学新キャンパス周辺地域への進出支

援を行うことにより、当該地域に知的拠点を形成する。（財団寄付行為より抜粋）」ことを目的として

産学官の共同で設立されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

九州大学学術研究都市の推進体制 

 
九州大学の福岡市西区元岡・桑原地区への移転を契機に、世界に通用する新しい学術研究都市を構

築するため、平成１０年５月に「九州大学学術研究都市推進協議会」が産・学・官が一体となって設

立されました。協議会では平成１３年６月に「九州大学学術研究都市構想」を取りまとめ、さらに平

成１５年１月には首都圏在住者による構想推進の支援組織である「九州大学学術研究都市構想促進東

京会議」が発足し、この度、構想の推進母体となる「財団法人九州大学学術研究都市推進機構」が設

立されたことで、構想の実現に向けた推進体制が強化されました。 
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九州大学学術研究都市推進協議会 

産学官による構想推進体制 

◎構想のプロモーション（広報）活動 

◎国等の支援要請 

◎学術研究都市憲章（仮称）の制定 

◎いとしま計画連合の設立推進 

九州大学学術研究都市構想促進東京会議 

首都圏在住者による構想推進支援体制 

◎構想推進に必要な情報収集・推進策の提言  

財団法人九州大学学術研究都市推進機構

学術研究都市づくりのコーディネイト組織

◎学術研究都市に関する広報活動 

◎産学官の共同研究による研究開発・支

援事業 

◎企業・研究機関等の立地支援事業 

◎産学連携交流支援事業 

◎知の中央ステーション（ＨＳＴ）への

各種機能の準備・推進 

新財団の設立目的と九州大学学術研究都市の推進体制



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局長代理 吉田須美生 福岡県より派遣。県で都市計画に１０年余り携わる。

タイに JICA より派遣されること２回。(趣味はお酒を少々) 
事務局次長兼企画広報グループ長 真隅 潔 福岡市より派遣。都市整備に 20 年余り従事し、JR 九

州への出向経験あり。趣味はオーケストラ活動。 
企業立地サポートグループ長 山浦輝久 九電より派遣。日立で原子力発電、九電で火力発電、エネル

ギー営業を経験。ワークキャリアを活かしたい。 
企画広報マネージャー 田中和彦 九電より派遣。初めての出向で新しい環境での仕事に

若干とまどい気味。 
企業立地リサーチャー 石田浩二 九大より派遣。自宅は熱海、現在は薬院在住。趣味は釣りで、前職は

商品開発および情報化のコンサルを 13 年自営。猫の里親探しに悪戦苦闘！

企業立地サブリサーチャー 渡邉浩平 九大より派遣。学研都市完成の土台づくりの一助を担って

いきたいです。各種「もの」集めが趣味であり、現在部屋が飽和中。 

企業立地マネージャー 上野孝徳 福岡県より派遣。外務省(在外公館含む)、ふくおか IST
に続き３回目の出向、趣味は海外旅行、雅楽。 

企業立地サブマネージャー 大塚洋一 福岡市より派遣。九州大学学術研究都市に携わって７

年。趣味は九州大学。 
企業立地サブマネージャー 佐藤暢明 前原市より派遣。一員として色々な出会いがあり良い経験になってお

ります。趣味は特に園芸、春蘭・富貴蘭等 計 200 鉢所有。 
経理・総務担当スタッフ 中村美鈴 スタッフの仕事がスムーズにいくようサポートしてい

きたいです。趣味は旅行と料理です。 

事務局（１０名） 

 

 

 

・学術研究都市に関する企画・広報活動    ・産学官の共同研究等による研究開発支援 
・研究機関等の立地支援事業 
・産学連携交流支援事業 

機構の組織と業務の概要 

顧  問 

（４名） 
役  員（１９名） 

 

     
 
 

理 事 長：石川敬一（㈱九電工代表取締役会長） 

副理事長：有川節夫（九州大学理事・副学長） 

：橋田紘一（九州電力㈱常務取締役） 

：石原 進（九州旅客鉄道㈱代表取締役社長） 

：黒田省司（（社）九州・山口経済連合会専務理事） 

評議員会 

（17 名） 

理事会（１７名）

理事長 

副理事長 

理 事 

監事 

（２名） 

事務局長 

企画広報グループ 企業立地サポートグループ 

事務局スタッフの紹介 



 
 
《学術研究に関する企画・広報活動報告》 

☆平成１７年３月３日(木)に東京のＮＨＫ千代田放送会館で学研都市シンポジウムを開催予定で、 

開催に向けてテーマや関係者との調整作業を進めています。 

☆ホームページの立ち上げをとりあえず完了しました。中身はまだまだですが、今後、九大移転情

報や学研都市情報のタイムリーな提供、九大の研究シーズデータベースや企業立地情報など、徐々

に内容を充実していきたいと考えています。 
 

     ホームページアドレス：http://www.pkusc.com 一度覗いてみてください。 
 
☆第一期開校に向け、九大、地元自治体等と連携したＰＲ事業の展開を検討しています。 

☆これから学研都市構想の推進計画、学研都市の運営戦略の策定作業を進めて、学研都市の「将来

像」（完成予想図や数年毎のステップ図）を描いていきます。 
☆住みやすく快適な都市空間づくりを目指して、住宅ワーキングやＪＲ九州新駅ワーキングなどを

関係者と開催しています。 

 

《産学官の共同研究による研究開発支援事業》 

☆共同研究・研究開発支援事業等の実施の可能性に関する調査を検討しています。 

・金属加工技術（ＳＴＳＰ）について、九大・自治体・機構で支援を検討中です。 
・ＩＣカード関連では、「学園都市モデル事業」として、自治体にも協力いただきながら調査を行

っていきます。 
 
《研究機関等の立地支援事業》 

☆平成 16 年 11 月 29 日(月)東京の赤坂プリンスホテルにおいて「福岡県企業セミナーIN 東京」を

福岡県との共催で開催しました。詳しくは裏面に掲載しています。 

☆タウンオンキャンパス地区の産学連携施設等の将来計画について関係者によるワーキング会議を

開催しています。 

☆分散型地域核「ほたる」の開発調査、企業誘致活動に必要な都市形成調査に着手しました。今後、

企業誘致の可能性のある企業へのプレゼン資料として、前述の学研都市の「将来像」に反映させ

ていきます。 

   

《産学連携交流支援事業》 

☆九州大学知的財産本部の定例ミーティングへ参加し、情報交換等を行っています。 

☆九州大学知的財産本部（リエゾン部門）との共同でシーズ・ニーズ調査を検討しています。 

☆「（仮称）超高圧電子顕微鏡利用研究会」（九大：古川先生、木下先生）において、会員制運用の

検討を始めています。 

☆「（仮称）都市エネルギーシステム研究会」において、九大・県・福岡市・企業での対応を検討し

ています。 

 
《先進事例視察調査》 

 ☆飯塚市の「ｅ―ＺＵＫＡトライバレーセンター」、北九州学術研究都市、千葉県の東葛テクノプラ

ザを視察しました。 
 
 
 

最近の活動報告 



 
 
【実施要領】 
平成 16年 11 月 29 日(月)東京の赤坂プリンスホテルにおいて九州 

大学学術研究都市への企業誘致を促進するため福岡県と共同で開催。 
福岡県の主な産業の１つである半導体・自動車関連産業の現状やそれ 
に関連した九州大学で行われている研究などの紹介及び九大学研都市 
の今後の展望などを紹介しました。 
 
【講 演】 
・「半導体 2005 のキーワードは次世代テレビと自動車だ」 
  泉谷 渉氏 半導体新聞編集長 

概要：半導体関連産業の現状と展望及びカーエレクトロニクスの 
今後の将来動向などの紹介 
 

・「シリコンシーベルト福岡プロジェクトの今後の取り組み」 
  安浦 寛人氏 九州システム LSI 研究センター センター長 
  概要：シリコンシーベルト福岡プロジェクトの強み、 

今後の戦略などの紹介 
      
【参加者数】 
・半導体関連企業、自動車関連企業など ９７社 １３３名   
  
 
 
 
 
☆九州大学の情報発信拠点「ビッグオレンジ」が平成１７年１月に新キャンパス内にオープンします。 

☆平成１７年１月２０日(木)14:30～17:00 にホテルオークラ福岡に於いて、「九州大学学術研究都市

企業セミナー」を開催します。内容は東京セミナーと同じです。 

☆平成１７年３月２２日(火)に東京の赤坂プリンスホテルで「平成１６年度東京会議総会・交流会」

を開催します。 

☆平成１７年３月３日(木)に東京の千代田放送会館での「九州大学学術研究都市シンポジウム」開催

について、準備・調整中です。 

 

 

★発行日：平成１６年１２月２０日 

★発行者：(財)九州大学学術研究都市推進機構 

     〒810-0001 福岡市中央区天神 4-3-30 天神ビル新館 6F 

★お問い合わせ：企画広報グループ 

ＴＥＬ：０９２－７３５－４８４８ Ｅ-mail：info@pkusc.com 

ＦＡＸ：０９２－７１６－１３２５ ＵＲＬ ：http://www.pkusc.com 

（ＰＫＵＳＣ：Planning Organization for the Kyushu University Science City の頭文字です。）

 

これからの行事予定 

東京セミナーの報告 

 
 

 
安浦教授 

泉谷編集長 

セミナー会場の様子 




